
小型滅菌器の高機能化と低コスト化に関する研究開発

はじめに

ヘルスケア関連感染は、病院環境における深刻なリスクとなってい
る。世界保健機関（WHO）によると、ヨーロッパで約10万人、USで約
37,000人の年間死者数を数えているそうである[1]。本テーマでは、
現場で求められる事項の把握と理解を図り、そのうちのいくつかに対し、
解決に役立つ可能性のある方法探索と評価を行った後、プロトタイプ
の製作を試み、それによる評価を行った。

求められること
現場ニーズ調査や文献調査から、滅菌対象として、メチシリン耐性

黄色ブドウ球菌（MRSA），クロストリジウム・ディフィシル（Clostridium 
difficile），バンコマイシン耐性腸球菌属（VRE），大腸菌，緑膿菌，肺
炎桿菌，およびアシネトバクター・バウマンニなどの多剤耐性グラム陰
性菌等があり、求められるユーティリティとして求められるものに、簡
便性、ハンディ性、設置場所の小ささ、有害性回避、高電圧や高価
なガスの供給などの特殊性回避、機器・ランニングのコスト安等があ
ることが分かった。

方法
高密度プラズマをアスペクト比高く噴出させられる低温大気圧プラ

ズマ法があり、適切にｐHを調節した液体と組み合わせて使用すること
により、滅菌保証レベル；微生物の生存確率 １．０✕１０－６ まで殺菌
力を向上できる（表1）[2-4]。一方、同法は紫外線放射やオゾン発
生という有害性を伴うため、それらへの対処が求められる。また、高
価なガスを多く使うことに起因したユーティリティの悪さを伴う。他方、
プラズマクラスタイオン照射は、オゾン発生の問題が共通するが、殺
菌力を除く、それ以外の点で比較優位が認められる（表2）。また西
村らが一定程度の殺菌力のあることを報告したことから[5]、低予算
で可能性を有する方法の一つと捉えることが出来る。本テーマでは、
この方法によるプロトを試作し評価することとした。

プロト製作および評価

プロトは、簡便性を目指し、対象物の重みを検知し、プラズマクラ
スタイオン送風が自動開始するタイプとした（図2(A)）。無線モジュー
ル活用によるON/OFFの実現である。また、寒天平板培地上に塗抹
した大腸菌に対するプラズマクラスターイオン送風暴露効果の対照
実験をした。暴露時間；0秒、120秒、1200秒の間で有意差が認めら
れず、西村らの結果と相違した。
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図1 低周波プラズマジェットの模式図（A)と装置例（B)
およびプラズマクラスタイオン発生装置

表1 低温大気圧プラズマの評価

表２ 低温大気圧プラズマとプラズマクラスターイオンの
比較
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図２ 自動送風開始機能付属プラズマクラスターイオン
発生プロトタイプ（A)および大腸菌を塗抹した寒天平板
培地にプラズマクラスターイオンを照射した結果の一例
（B）；左が１２０秒照射で右がコントロール、いずれも希釈
倍率１０５倍
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